
クロマトグラムデータ収録解析装置

PowerChrom 180 システム (モデル ER180)

概要
PowerChrom 180 システムはHPLCやGCシステムのクロ
マトグラムデータの記録解析装置です。１～２台の検出
器に接続できます。Windows XP 以降のコンピュータに
対応します。

ハードウェア
クロマトグラム検出器のアナログ電圧信号を記録しま
す。PowerChrom 180 を使えば旧来のチャートレコーダ
やインテグレータ、 DOSや古いWindowsベースのデー
タ装置が最新のコンピュータシステムに換わります。

シグナルは2 4 bit のΣΔコンバータを使って収録さ
れ、設定したゲインに従って3 2 bit のソフトウェアで
内部処理されます。従って取得されるシグナルは、検
出器固有の分解能を越える感度で分析できます。

PowerChrom180 ハードウェアは、長年クラマトグラム
の解析で高い評価を得ていますPowerChrom®ソフト
ウェアに対応します。電源及びインターフェースはUSB
接続にてコンピュータで対応します。検出器など外部
装置との接続は後部の入力端子で行います。

トリガー入力端子にオートサンプラやフラクションコレ
クタなど外部信号をつなげば、複数検体の測定が自動化
できます。

ソフトウェア

PowerChrom ソフトウェアは全てのPowerChrom システ
ムに対応する標準ソフトウェアですが、e-corder® システ
ム等で使用する場合は別売(ES280)で購入できますし 、ソ
フトウェアの部門ライセンスも販売しています。

Methodツールを使ってランを設定し、ピーク演算を自動
化します。Sequenceツールが設定した一連のMethodを
実行し、Calibrationデータに基づいて定量分析しピーク
情報を表形式でレポートします。

Manual モードでは、一回毎の測定や連続した測定が随
時任意に実行できます。

 同様に、Method や Calibration ツールを使ってピーク
の自動検出ができます。さらに ʻマニュアルピーク修正
ツールʼ を使えばピークポジション、ピークの開始・終
了タイム、肩ピークの修正などが自在に調整できます 。

オートサンプラやフラクションコレクタのシグナル（接
点リレー）を利用し自動分析も可能です。Sequence 
ツールは多様な分析をコントロールします。

全ての情報（生データに加え  sequence、methods、　
calibrations、ピークレポート）は一つのデータファイル
で管理しますので大変便利です。１ファイル当たり最大
999のランデータが記録できます。

• プログラミングが必要ない-プラグ＆プレイ
• １～２台の検出器に対応
• 24 bit の高分解能で収録
• 入力レンジ： ±10 mV ～ ±10 V
• 直感的でパワフルなソフトウェア
• オートサンプラやフラコレに接続し自動分析可能
• USB 2.0 又は1.1 のWindows XP 以降のPCに対応

PowerChrom ソ
フトウェアのピー
クレポート

HPLC クロマトグラムデータを表示

指示ランプ

USB 端子/電源インスツルメント
接続端子PowerChrom 180 のフロン

ト(上)・バック(下)パネル



保証:	eDAQ 社ハードウェアの保証期間は２年です。

www.eDAQ.jp

E-mail: info@edaq.jp

仕様

アナログ入力

検出器のチャンネル数: 2(ER180)、1(ER181)

入力構成: シングルエンド、又は差動

レンジ設定: ±10,	±5,	±2,	±1	V
±500,	±200,	±100,	±50,	±20,	±10	mV

最大入力電圧: ±35	V

入力インピーダンス: ～2 MΩ 差動入力
～1 MΩ Common

ローパスフィルター: 500	Hz,	3次	Bessel

DC	offset: <	±0.5	mV/°C、始動5分後

DC	drift: <	0.5	µV/°C	RTI	(標準)

CMRR	(差動): –106	dB	以下@	1	Hz
–140	dB	以下@	50	又は 60	Hz

チャンネル間の混信: –140	dB	以下@	100	Hz

ノイズ	(rms): レンジ @1	/s @10	/s @100	/s
±10	V 10	µV 20	µV 50	µV
±1	V 1	µV 2	µV 5	µV

±0.1	V 0.1	µV 0.2	µV 0.5	µV
±10	mV 0.1	µV 0.2	µV 0.5	µV

サンプリング

ADC	分解能: 24 bit Σ–∆ コンバータ

システム分解能: 1	nV

サンプリング速度: 12	/分	～	100	/s	(PowerChrom	ｿﾌﾄｳｪｱ)

マイクロプロセッサとデータ通信

CPU: MicroChip		PIC32MX695F512H

データの通信: USB 2.0 又は 1.1 対応

出力増幅器(ER180のみ)

出力構成: シングルエンド

最大出力: 10	V	@	5	mA

出力インピーダンス: 0.1 Ω 標準l

出力レンジ: ±10	V

出力分解能: 16	bits	(0.3125	mV)

インスツルメント接続端子

タイプ: 20	ピンのオスコネクター,	3.5	㎜ 間隔
ネジ端子アダプター付き

トリガー

トリガー入力信号: CC 又は TTL, 非絶縁

TTL	仕様: High:		4	V	@	1	mA	(7	V	最大)
Low:	0.5	V	at	15	mA.	Active	low.

接点リレー抵抗: < 100 Ω

デジタル出力コントロール

出力(ER180のみ): 4 接点リレー、オプティカルアイソレート

最大スイッチング: 50	mA	@	50	V

動作抵抗: 20 Ω

本体形状

サイズ	(w	x	h	x	d): 130	x	35	x	170	㎜

重さ: 0.5	kg

P使用電源: USB 互換 (ケーブル付き)

作動環境: 0	～	35	°C
0 ～ 90% 湿度 (非結露)

eDAQ Pty Ltd は予告無く仕様を変更する権利を留保します。

オーダインフォメーション

ER180 PowerChrom 180 システム 
ER181 PowerChrom 181 1chシステム 
ハードウェアユニット、PowerChrom ソフトウェア付き

ES280 PowerChromソフトウェア
ES281 PowerChromソフトウェア部門ライセンス

ピン配列の仕様

Pin Name Function Pin Name Function

1 TRIG+ Contact closure or TTL 11 CTL1+ Contact closure 1 

2 TRIG– Contact closure or COM 12 CTL1– Contact closure 1

3 CH1+ Detector 1, signal + 13 CTL1+ Contact closure 2

4 COM Common 14 CTL1– Contact closure 2

5 CH1– Detector 1, signal – 15 CTL1+ Contact closure 3

6 CH2+ Detector 2, signal + 16 CTL1– Contact closure 3

7 COM Common 17 CTL1+ Contact closure 4

8 CH2– Detector 2, signal – 18 CTL1– Contact closure 4

9 DAC+ アナログ出力(最大 ±10	V 19 Aux 1 Reserved for testing

10 COM Common 20 Aux 2 Reserved for testing

eDAQ Pty Ltd は予告無く仕様を変更する権利を留保します。




